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（１）

▶令和５年の登米・栗原における労働災害による被災者数（休業４日以上）は、全
産業で23人です（表１参照）。▶この被災者数は、令和４年の24人を１人下回る
4.2%の減少です。

労働災害は高止まり傾向

▶教育は、知識や技能を教えるだけでなく、教えられたルールや決められた規律を
常に守るメンバーをつくることが最終の目的です。▶新たな年度の始まりは、教育
を実施するのに適した時期です。▶また、新たに雇用したり、配置替えで作業内容
が変更になったりするメンバーが多い時期です。▶つきましては、「雇入れ時・作
業内容変更時の教育内容」（労働安全衛生規則第35条第１項）等を踏まえた安全
衛生教育を実施し、自社の災害ゼロを実現し、登米・栗原の労働災害の更なる減少
につなげていただきますよう、お願いいたします。

死亡 2

休業４日以上 24 23 387 394

表１　労働災害発生状況（令和５年２月末現在）

管内（登米・栗原）被災者数 県内被災者数

令和４年 令和５年 令和４年 令和５年

死亡 1 4 14 15

休業４日以上 180

表２　労働災害発生状況（１月～１２月）

管内（登米・栗原）被災者数 県内被災者数

令和３年 令和４年 令和３年 令和４年

277 2,988 4,291

▶一方、令和４年の被災者数は、令和３年の180人を97人（+53.9％）上回る277人
です（表２参照）。▶このことを踏まえますと、登米・栗原の労働災害は高止まり
傾向にあると言え、依然として減少が求められる状況となっています。

安全衛生教育の実施を

■ 雇入れ時・作業内容変更時の教育内容
①機械等、原材料等の危険性又は有害性及びこれらの取扱い方法に関すること。②
安全装置、有害物抑制装置又は保護具の性能及びこれらの取扱い方法に関すること。
③ 作業手順に関すること。④作業開始時の点検に関すること。⑤当該業務に関して
発生するおそれのある疾病の原因及び予防に関すること。⑥整理、整頓及び清潔の
保持に関すること。⑦ 事故時等における応急措置及び退避に関すること。⑧①～⑦
に掲げるもののほか、当該業務に関する安全又は衛生のために必要な事項



マスク着用は個人の判断が基本

賃金引き上げ 特設ページ
（２）

▶新型コロナウイルス感染症対策としてのマスク着
用は、３月13日から個人の判断が基本となりまし
た。▶一方、受診時や医療機関・高齢者施設の訪問
時、混雑した公共交通機関への乗車時にはマスク着
用が推奨されているとともに、ご自身を感染から守
るためには、やはりマスク着用は効果的とされてい
ます。▶「3 密の回避」「時差出勤など勤務体制上
の配慮」「換気」「休憩室・更衣室や飲食時におけ
る対策」「手洗い・手指消毒、共用箇所の消毒」な
どの対策はこれまでどおりです。▶必要な対策の継
続をお願いいたします。

①賃金引上げに関する支援
②生産性向上に関する支援
③下請取引の改善・新たな取引先の開拓に関する支援
④資金繰りに関する支援
⑤その他、雇用（人材育成）に関する支援
⑥相談窓口・各種ガイドライン

▶厚生労働省において「賃金引き上げ特設ページ」が開設されています。▶成長
と分配の好循環に向けて、労働生産性の向上や付加価値化・新規販路開拓等によ
り、積極的な賃金引き上げに繋げている取組事例や、賃金引き上げの参考となる
平均的な賃金額の検索、都道府県別に、年代別や業種・職種別の平均的な賃金額
の検索をすることができます。▶賃金引き上げ、生産性向上や業務効率化のため
の各種助成金等に関する情報を掲載していますので、利用していただきますよう、
お願いいたします。

■ 賃金引き上げ 特設ページの掲載情報

賃金引き上げ特設
ページはこちらを
チェック

マスク着用の考
え方はこちらを
チェック

取組の５つのポ
イントはこちら
をチェック

安全管理者などの選任と報告
▶労働安全衛生法は、適切な安全衛生管理体制の確保のため、事業場の業種や規
模に応じ、①総括安全衛生管理者、②安全管理者、③衛生管理者、④産業医、⑤
安全衛生推進者、⑥衛生推進者等の選任を義務付けています。
▶うち①～④は、変更が生じた場合、14日以内に後任
の選任を行うとともに、遅滞なく所定の様式で労働基
準監督署に報告することを義務付けています。▶つき
ましては、人事異動などにより未選任・未報告のもの
はないか改めて確認し、未選任・未報告の場合、速や
かに対応していただきますよう、お願いいたします。

選任の時期など
はこちらを
チェック


